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建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
生
大
森
文
彦
は
し
が
き
　
著
者
は
こ
れ
ま
で
「
建
築
学
と
法
学
の
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
、
建
築
家
（
建
築
設
計
者
及
び
工
事
監
理
者
）
の
法
律
問
題
の
う
ち
民
法
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
論
文
で
は
、
と
く
に
建
築
学
的
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
今
回
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
建
築
関
連
の
著
作
権
に
解
析
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
二
　
著
作
権
と
し
て
の
建
築
設
計
図
書
　
1
　
建
築
設
計
図
書
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
ツ
　
お
よ
そ
「
設
計
図
書
」
と
は
、
建
築
士
法
上
、
建
築
物
の
建
築
工
事
実
施
の
た
め
に
必
要
な
図
面
（
現
寸
図
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ご
面
を
除
く
）
及
び
仕
様
書
を
い
う
（
同
法
第
二
条
五
項
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
も
う
少
し
広
く
、
建
物
・
工
作
物
の
製
作
や
施
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
工
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
図
面
そ
の
他
の
書
類
の
総
称
を
指
す
。
も
っ
と
も
建
築
工
事
実
施
の
た
め
に
必
要
な
設
計
は
、
大
き
く
分
け
て
「
基
本
設
計
」
と
「
実
施
設
計
」
に
区
別
さ
れ
る
た
め
、
設
計
図
書
に
も
基
本
設
計
に
関
す
る
設
計
図
書
と
実
施
設
計
に
関
す
る
設
計
図
書
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
う
し
た
設
計
が
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
建
築
設
計
」
「
構
造
設
計
」
及
び
「
設
備
設
計
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ツ
三
種
類
に
区
別
で
き
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
種
々
の
図
面
や
書
類
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ッ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
　
広
く
設
計
図
書
を
例
示
す
れ
ば
、
概
要
書
、
求
積
表
、
敷
地
案
内
図
、
仕
上
げ
表
、
配
置
図
、
平
面
図
、
断
面
図
、
矩
計
図
、
詳
細
図
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
　
展
開
図
、
建
具
表
、
構
造
図
、
構
造
計
算
書
、
設
備
関
係
図
、
仕
様
書
な
ど
で
あ
る
。
　
2
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
物
性
　
著
作
権
法
上
、
著
作
物
と
は
、
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
を
い
う
（
著
作
権
法
第
二
条
一
項
一
号
）
。
し
た
が
っ
て
、
建
築
設
計
図
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
全
て
が
著
作
物
と
し
て
保
護
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
学
術
的
あ
る
い
は
美
術
的
な
創
作
的
表
現
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
著
作
物
と
し
て
の
保
護
は
受
け
ら
れ
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
建
築
設
計
図
面
（
こ
こ
で
は
建
築
設
計
図
書
の
う
ち
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
図
面
を
指
す
。
以
後
単
に
「
設
計
図
面
」
と
い
う
。
）
そ
の
も
の
は
、
一
般
に
著
作
権
法
第
一
〇
条
一
項
六
号
の
「
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図
面
」
と
し
て
著
作
物
に
あ
た
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
ツ
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
設
計
図
面
を
含
む
設
計
図
書
全
体
と
し
て
の
考
察
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
設
計
図
面
を
含
め
た
「
建
築
設
計
図
書
」
の
著
作
物
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
　
お
よ
そ
建
築
物
を
設
計
す
る
た
め
に
は
、
構
造
・
材
料
・
環
境
工
学
・
防
災
な
ど
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
一
個
の
建
築
に
関
与
す
る
人
々
の
異
な
る
要
求
を
ま
と
め
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
建
築
に
お
け
る
設
計
は
、
当
該
建
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
築
物
に
要
求
さ
れ
る
多
様
な
要
求
を
総
合
調
整
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
総
合
調
整
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
を
設
計
者
な
り
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
総
合
調
整
の
方
法
に
は
無
限
と
い
え
る
ほ
ど
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
設
計
者
の
価
値
観
・
思
想
が
入
り
込
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
設
計
者
の
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
る
。
し
か
も
総
合
調
整
す
る
た
め
に
は
学
問
的
な
裏
付
け
が
要
求
さ
れ
る
。
建
築
物
に
対
す
る
要
求
の
多
様
化
、
高
度
化
、
そ
れ
に
伴
う
建
築
技
術
の
進
展
が
進
む
今
日
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
建
築
学
的
な
裏
付
け
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
設
計
者
は
様
々
な
要
求
を
設
計
者
な
り
に
評
価
し
、
無
限
の
選
択
可
能
性
の
中
か
ら
自
分
の
価
値
観
・
思
想
に
も
と
づ
い
て
総
合
調
整
し
た
成
果
と
し
て
の
構
想
を
表
現
す
る
点
に
設
計
者
の
「
思
想
・
感
情
の
創
作
的
表
現
」
性
の
根
拠
が
、
ま
た
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
に
学
問
的
裏
付
け
を
必
要
と
す
る
点
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　
「
学
術
」
性
の
根
拠
が
あ
る
と
い
え
る
。
　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
設
計
図
面
が
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図
面
と
し
て
著
作
物
た
り
う
る
か
否
か
は
、
右
の
よ
う
な
設
計
活
動
が
な
さ
れ
た
か
否
か
が
そ
の
実
質
的
な
判
断
基
準
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
設
計
資
格
（
た
と
え
ば
一
級
建
築
士
）
に
は
、
設
計
活
動
の
べ
ー
ス
と
な
る
建
築
学
的
知
識
や
技
術
が
要
求
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
資
格
を
備
え
た
者
の
作
成
に
か
か
る
設
計
図
面
は
、
通
常
著
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ズ
ね
　
物
に
あ
た
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
　
と
こ
ろ
で
設
計
図
面
に
は
図
形
の
ほ
か
に
数
値
や
言
葉
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
仕
様
書
や
仕
上
げ
表
な
ど
も
図
形
で
は
な
く
言
葉
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
数
値
や
言
葉
は
、
設
計
図
面
と
は
別
に
「
言
語
の
著
作
物
」
（
著
作
権
法
第
一
〇
条
一
項
一
号
）
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
設
計
図
書
に
お
い
て
、
図
形
も
数
値
も
言
葉
も
、
設
計
構
想
を
伝
達
す
る
一
表
現
方
法
で
あ
り
、
全
体
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
と
し
て
み
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
が
設
計
者
の
創
作
的
表
現
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
設
計
図
面
は
図
形
が
表
現
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
設
計
図
面
中
の
数
値
、
言
葉
は
、
そ
れ
単
独
で
は
設
計
構
想
の
表
現
と
し
て
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
図
形
と
一
体
と
な
っ
て
図
形
と
し
て
の
表
現
を
よ
り
意
味
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
設
計
図
面
中
の
数
字
や
言
葉
は
、
あ
え
て
独
立
し
た
著
作
物
と
す
る
よ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
設
計
図
面
全
体
と
し
て
「
学
術
的
性
質
を
有
す
る
図
面
」
と
考
え
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
仕
様
書
な
ど
を
「
学
術
的
図
面
」
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
は
若
干
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
自
体
言
語
の
表
現
と
し
て
そ
れ
な
り
に
完
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
そ
れ
自
体
を
「
言
葉
の
著
作
物
」
と
い
う
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
。
仕
様
書
な
ど
に
つ
い
て
、
直
ち
に
表
現
と
し
て
の
創
作
性
が
認
め
ら
れ
る
か
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
設
計
図
書
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
仕
様
書
な
ど
も
設
計
図
面
と
相
侯
っ
て
一
つ
の
創
作
的
表
現
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
様
書
な
ど
は
、
少
な
く
と
も
設
計
図
面
と
と
も
に
設
計
図
書
全
体
と
し
て
の
著
作
物
を
構
成
す
る
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
う
。
　
以
上
か
ら
す
る
と
、
設
計
図
面
は
学
術
的
図
面
と
し
て
、
ま
た
設
計
図
面
を
含
む
設
計
図
書
全
体
は
、
編
集
物
（
著
作
権
法
第
一
二
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ズ
　
　
に
準
じ
た
著
作
物
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
1
）
現
寸
図
（
建
富
一
器
憂
③
且
お
）
現
寸
で
描
い
た
図
ま
た
は
図
面
。
「
現
図
」
と
も
い
う
。
（
彰
国
社
「
建
築
大
辞
典
」
四
四
七
頁
）
。
（
2
）
仕
様
書
（
巷
8
田
8
江
8
）
工
事
に
対
す
る
設
計
者
の
指
示
の
う
ち
、
図
面
で
は
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
を
文
章
、
数
値
な
ど
で
表
現
す
　
　
る
も
の
で
、
品
質
・
成
分
・
性
能
・
精
度
・
製
造
や
施
工
の
方
法
、
部
品
や
材
料
の
メ
ー
カ
ー
、
施
工
業
者
な
ど
を
指
定
す
る
も
の
。
（
同
「
建
5婆3
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
i2！i王0
築
大
辞
典
」
七
二
｝
頁
）
。
　
周
　
　
「
建
築
大
辞
典
」
八
二
四
頁
　
披
稿
「
建
築
設
計
の
法
律
空
間
」
東
洋
法
学
三
一
巻
一
“
・
二
併
合
　
一
二
三
頁
以
下
。
　
仕
上
げ
表
（
暁
慧
簿
8
箒
含
亙
　
　
建
築
各
部
の
仕
上
げ
を
｝
ま
と
め
に
示
し
た
表
。
普
通
、
外
部
・
内
部
の
各
室
別
に
、
床
・
幅
木
・
腰
壁
・
天
井
そ
の
他
の
エ
レ
メ
ン
ト
項
目
に
つ
い
て
記
入
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
部
分
の
仕
上
げ
を
知
る
の
に
、
多
く
の
図
面
を
照
合
す
る
手
間
が
省
か
れ
、
ま
た
全
般
的
に
そ
の
建
物
の
仕
上
げ
程
度
を
推
察
で
き
る
。
更
に
、
図
面
に
漏
れ
た
仕
上
げ
指
定
を
補
う
こ
と
も
で
き
る
。
（
前
掲
「
建
築
大
辞
典
」
六
〇
九
頁
）
。
　
配
置
図
①
一
2
象
＆
鍔
惹
謎
②
℃
ζ
算
窪
①
一
般
に
は
、
対
象
物
の
配
置
と
相
互
的
位
置
関
係
を
指
示
す
る
図
面
②
建
築
で
単
に
配
置
図
と
い
う
場
合
は
、
建
物
と
敷
地
の
位
置
関
係
を
示
す
図
。
普
通
、
造
園
や
道
路
の
計
画
図
と
｝
緒
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
（
前
掲
　
「
建
築
大
辞
典
」
　
一
二
〇
五
頁
）
。
　
矩
計
図
（
か
な
ば
か
り
ず
）
（
ω
の
＆
S
鉱
8
琶
乙
還
証
粛
）
　
矩
計
を
描
い
た
図
。
実
用
的
に
は
、
平
面
図
と
矩
計
図
が
建
物
の
建
築
設
計
の
代
表
的
図
面
で
、
住
宅
な
ど
の
簡
易
な
建
物
の
場
合
は
、
こ
の
二
つ
の
図
面
で
建
物
が
製
作
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
（
前
掲
「
建
築
大
辞
典
」
二
七
一
頁
）
。
　
展
開
図
（
一
糞
蝕
黛
亀
磐
魯
霞
）
　
室
内
展
開
図
の
略
。
室
を
構
成
す
る
壁
面
の
、
そ
れ
と
平
行
な
投
影
面
に
対
す
る
投
影
図
。
一
室
ご
と
に
ま
と
め
て
、
壁
面
の
仕
上
げ
、
開
鷺
や
設
備
器
具
の
取
付
位
置
な
ど
を
指
示
す
る
。
普
通
1
／
㎜
、
1
／
5
0
で
描
く
（
前
掲
「
建
築
大
辞
典
」
一
〇
四
二
、
六
四
九
頁
）
。
　
構
造
図
（
ω
霞
8
櫛
貰
巴
鋒
袋
欝
α
q
）
　
構
造
に
関
す
る
部
分
だ
け
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
図
。
た
と
え
ば
、
基
礎
伏
せ
、
床
伏
せ
、
梁
伏
せ
、
小
屋
伏
せ
、
軸
組
な
ど
の
一
般
図
、
各
種
の
構
造
断
面
リ
ス
ト
、
構
造
体
の
矩
計
や
詳
細
図
な
ど
。
（
前
掲
「
建
築
大
辞
典
」
四
九
〇
頁
）
。
　
文
化
庁
「
最
新
版
著
作
権
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
一
九
八
九
年
版
」
一
一
頁
、
加
戸
守
行
「
全
訂
著
作
権
法
逐
条
講
義
」
八
七
頁
。
　
彰
国
社
・
新
建
築
学
体
系
「
建
築
計
画
」
八
～
九
頁
。
　
設
計
図
面
の
多
く
は
学
術
的
性
質
を
有
す
る
図
面
と
考
え
ら
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
美
術
の
著
作
物
た
り
え
な
い
と
は
い
え
な
い
。
設
計
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
B
）
（
M
）
（
！
5
）
（
弼
）
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
二
二
二
図
そ
の
も
の
が
審
美
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
設
計
図
は
そ
の
実
用
性
か
ら
し
て
通
常
学
術
的
な
図
面
と
考
え
ら
れ
る
が
、
芸
術
的
表
現
と
し
て
の
可
能
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
　
裁
判
例
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
資
格
あ
る
建
築
士
が
自
ら
設
計
す
れ
ば
、
だ
い
た
い
学
術
性
及
び
創
作
性
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
六
月
二
〇
日
（
無
体
集
二
巻
一
号
三
二
二
頁
）
は
、
「
X
（
原
告
）
設
計
図
書
三
二
葉
は
、
い
ず
れ
も
、
一
級
建
築
士
で
あ
る
亡
A
が
、
昭
和
四
八
年
五
月
頃
か
ら
昭
和
四
九
年
一
月
頃
ま
で
の
間
（
基
本
設
計
の
段
階
を
含
む
）
に
、
そ
の
知
識
と
技
術
を
駆
使
し
、
X
事
務
所
員
で
同
じ
く
一
級
建
築
士
で
あ
る
B
を
そ
の
補
助
者
と
し
て
使
用
し
て
、
独
自
に
作
成
し
た
建
物
の
設
計
図
書
（
設
計
図
、
表
）
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
X
設
計
図
書
三
二
葉
は
、
い
ず
れ
も
著
作
権
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
著
作
物
で
あ
り
、
亡
A
は
そ
の
著
作
権
を
取
得
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
　
東
京
地
判
昭
和
五
二
年
一
月
二
八
日
（
無
体
集
九
巻
一
号
二
九
頁
）
も
「
X
設
計
図
は
、
昭
和
四
五
年
七
月
か
ら
同
年
一
〇
月
ま
で
の
間
に
、
X
の
業
務
に
従
事
す
る
設
計
担
当
者
が
、
そ
の
職
務
上
、
そ
の
感
覚
と
技
術
を
駆
使
し
て
独
自
に
製
作
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
X
設
計
図
は
、
著
作
権
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
著
作
物
で
あ
り
、
X
は
、
そ
の
著
作
者
で
あ
り
、
著
作
権
者
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
　
久
々
湊
伸
一
「
著
作
権
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
八
六
頁
は
、
「
設
計
図
書
そ
れ
自
体
は
、
言
語
の
著
作
物
あ
る
い
は
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図
面
と
し
て
複
製
か
ら
保
護
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
図
面
中
の
書
葉
や
仕
様
書
そ
れ
自
体
を
言
語
の
著
作
物
と
考
え
て
い
る
の
か
趣
旨
は
不
明
で
あ
る
。　
建
築
設
計
図
書
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
エ
ス
キ
ス
（
①
超
ε
器
の
　
設
計
構
想
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
、
前
掲
「
建
築
大
辞
典
」
一
四
㎜
頁
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
こ
の
エ
ス
キ
ス
は
設
計
者
の
設
計
上
の
構
想
を
平
面
図
や
立
面
図
な
ど
と
は
異
な
る
形
で
表
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
創
作
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
総
合
調
整
作
業
に
お
い
て
そ
の
程
度
は
基
本
設
計
図
や
実
施
設
計
図
と
相
当
程
度
異
な
り
、
設
計
の
完
成
度
合
に
お
い
て
基
本
設
計
図
な
ど
と
格
段
の
違
い
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ス
キ
ス
を
直
ち
に
学
術
的
性
質
を
有
す
る
図
面
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
む
し
ろ
、
エ
ス
キ
ス
は
、
美
術
的
な
色
彩
の
方
が
強
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
多
く
は
、
著
作
権
法
第
一
〇
条
一
項
圏
号
の
「
美
術
の
著
作
物
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
3
　
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
設
計
図
書
の
完
成
度
　
通
常
、
設
計
図
書
は
何
枚
も
の
図
面
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
場
合
、
設
計
図
書
は
必
要
図
面
全
て
が
完
成
し
な
い
と
著
作
物
と
な
り
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
た
と
え
ば
四
階
建
の
建
物
の
う
ち
、
一
階
分
の
平
面
図
し
か
完
成
し
て
い
な
い
場
合
、
一
階
分
の
平
面
図
が
そ
れ
だ
け
で
著
作
物
た
り
う
る
の
か
。
設
計
図
書
と
し
て
設
計
図
面
が
ど
の
程
度
完
成
す
れ
ば
著
作
物
た
り
う
る
か
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
　
な
る
ほ
ど
設
計
図
書
が
あ
る
建
物
を
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
な
ど
の
意
匠
図
面
や
構
造
図
面
、
設
備
図
面
な
ど
の
各
図
面
が
集
合
さ
れ
て
は
じ
め
て
意
味
を
有
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
設
計
図
書
は
全
体
と
し
て
揃
わ
な
い
と
著
作
物
た
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
　
し
か
し
、
設
計
図
書
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
種
々
の
要
求
を
設
計
者
の
価
値
観
・
思
想
に
も
と
づ
い
て
総
合
調
整
し
た
う
え
で
き
た
構
想
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
細
か
く
言
え
ば
、
構
造
図
面
、
設
備
図
面
は
と
も
か
く
、
少
く
と
も
意
匠
図
面
は
、
そ
の
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
野
に
お
け
る
価
値
観
・
思
想
の
反
映
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
設
計
図
書
は
た
と
え
そ
れ
が
中
途
半
端
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
設
計
者
自
ら
が
創
造
性
を
発
揮
し
た
結
果
の
一
部
表
現
で
あ
る
以
上
、
著
作
物
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
、
設
計
図
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
は
、
設
計
者
の
構
想
を
他
人
に
伝
達
す
る
一
手
段
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
。
設
計
図
書
が
伝
達
手
段
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
図
形
な
ど
の
意
味
内
容
が
他
人
に
伝
わ
る
程
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
設
計
構
想
の
表
現
と
し
て
そ
れ
な
り
に
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
単
に
直
線
一
本
を
描
い
た
だ
け
で
は
設
計
者
の
構
想
は
一
部
で
も
他
人
に
は
伝
わ
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
設
計
図
は
単
に
美
術
と
は
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
設
計
図
が
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
｝
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
設
計
者
の
構
想
が
一
部
分
で
も
他
人
に
伝
達
で
き
る
程
度
の
完
成
度
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
図
形
な
ど
の
一
表
現
と
し
て
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
一
枚
の
図
面
で
四
階
分
の
平
面
図
を
描
く
予
定
の
と
こ
ろ
一
階
分
の
平
面
図
し
か
描
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
一
階
分
の
平
面
図
と
し
て
の
表
現
は
完
結
し
、
設
計
者
の
構
想
の
一
部
が
伝
わ
る
た
め
、
そ
の
図
面
は
著
作
物
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
か
ら
す
る
と
、
設
計
図
書
は
全
体
と
し
て
完
成
し
て
い
な
く
と
も
一
部
で
も
表
現
と
し
て
完
結
し
て
い
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
著
作
物
た
り
う
る
し
、
設
計
図
書
が
全
部
完
成
し
た
と
評
価
で
き
る
程
度
に
ま
で
達
し
た
場
合
に
は
、
各
図
面
ご
と
に
著
作
物
性
を
認
め
る
こ
と
も
、
ま
た
全
体
と
し
て
一
つ
の
著
作
物
と
み
る
こ
と
も
可
能
と
い
え
よ
う
。
（
1
〉
（
2
V
意
匠
図
面
は
と
も
か
く
、
構
造
図
面
、
設
備
図
面
が
厳
密
な
意
味
で
価
値
観
・
思
想
の
反
映
と
い
え
る
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
の
点
に
関
す
る
結
論
は
と
り
あ
え
ず
留
保
す
る
。
彰
国
社
　
新
建
築
学
体
系
「
建
築
計
画
」
二
縢
二
頁
。
こ
三
　
建
築
設
計
図
書
に
お
け
る
複
製
の
判
断
基
準
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
者
に
は
著
作
権
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
問
題
と
な
る
の
が
複
製
の
問
題
で
あ
る
。
著
作
物
の
「
複
製
」
と
は
、
印
刷
、
写
真
、
複
写
、
録
音
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
有
形
的
に
再
生
す
る
こ
と
を
い
う
（
著
作
権
法
第
二
条
一
項
一
五
号
）
。
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヱ
マ
た
が
っ
て
、
建
築
設
計
図
書
の
複
製
は
、
建
築
設
計
図
書
そ
の
も
の
の
複
製
（
コ
ピ
…
や
ト
レ
…
ス
が
典
型
的
な
場
合
で
あ
る
）
を
指
す
。
も
っ
と
も
、
あ
る
建
築
設
計
図
書
に
多
少
の
変
更
、
修
正
を
加
え
た
場
合
で
も
、
変
更
・
修
正
前
の
図
書
と
変
更
・
修
正
後
の
図
書
が
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
一
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
場
合
に
は
、
一
般
に
複
製
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
一
性
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
建
築
設
計
図
書
に
お
け
る
同
一
性
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
　
璽
　
与
条
件
と
の
相
対
性
　
建
築
設
計
は
、
ご
く
特
殊
な
場
合
を
除
き
、
建
築
を
依
頼
さ
れ
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
け
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
建
築
を
依
頼
し
た
者
の
意
向
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
建
築
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
条
件
（
与
条
件
）
の
範
囲
内
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
い
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
は
建
築
主
か
ら
与
え
ら
れ
る
条
件
が
具
体
的
か
つ
詳
細
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
建
築
設
計
に
お
け
る
設
計
の
自
由
度
は
減
少
し
、
設
計
者
の
創
造
性
は
少
な
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ザ
イ
ン
を
単
に
「
洋
風
」
に
指
定
さ
れ
た
場
合
と
「
洋
風
、
し
か
も
躯
体
は
鉄
筋
、
し
か
も
外
壁
の
仕
上
げ
は
石
」
と
指
定
さ
れ
た
場
合
と
を
比
較
す
れ
ば
、
設
計
者
の
創
造
性
発
揮
の
場
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
建
築
設
計
の
創
造
性
は
、
こ
う
し
た
与
条
件
と
相
対
性
を
有
す
る
と
い
え
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
建
築
設
計
図
書
の
同
一
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
与
条
件
と
の
相
対
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
与
条
件
と
し
て
建
物
の
用
途
が
事
務
所
用
ビ
ル
で
あ
っ
た
と
す
る
。
投
下
資
本
の
回
収
と
い
う
観
点
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
事
務
所
用
ビ
ル
の
よ
う
な
建
物
で
は
、
敷
地
を
目
一
杯
利
用
し
、
か
つ
単
純
な
平
面
形
（
例
え
ば
矩
形
〉
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
平
面
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
広
い
空
間
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
た
め
問
仕
切
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
設
け
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
平
面
図
に
お
け
る
創
造
性
発
揮
の
場
は
、
と
き
に
エ
レ
ベ
ー
タ
…
や
便
所
、
湯
沸
室
、
階
段
な
ど
の
コ
ア
部
分
程
度
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
劇
場
や
病
院
な
ど
特
殊
な
建
物
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
に
く
い
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
　
2
　
各
図
面
の
設
計
に
お
け
る
重
要
度
の
違
い
　
建
築
設
計
を
平
面
計
画
、
断
面
・
構
造
計
画
、
立
面
計
画
、
設
備
計
画
と
細
分
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
中
核
と
し
て
考
え
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヰ
い
つ
こ
る
の
は
平
面
計
画
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
同
一
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
ま
ず
平
面
計
画
の
成
果
と
も
い
う
べ
き
平
面
図
に
重
き
を
置
い
た
比
較
検
討
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
た
と
え
平
面
図
を
第
一
に
比
較
検
討
す
る
場
合
で
も
、
平
面
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
を
あ
ま
り
過
大
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
与
え
ら
れ
た
敷
地
を
目
一
杯
利
用
し
て
建
物
を
設
計
し
て
欲
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
場
合
（
た
と
え
ば
間
口
六
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
で
建
築
で
き
る
建
物
の
間
口
最
大
寸
法
が
五
メ
…
ト
ル
、
奥
行
き
最
大
寸
法
が
一
八
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
と
す
る
）
、
建
物
の
間
口
寸
法
を
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
寸
法
を
一
八
メ
ー
ト
ル
と
す
る
設
計
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
建
物
の
外
形
の
数
値
は
い
わ
ば
与
条
件
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
数
値
が
た
と
え
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
同
一
性
の
重
要
な
一
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
与
条
件
と
の
関
連
性
が
こ
こ
で
も
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
3
　
各
図
面
に
お
け
る
設
計
の
自
由
度
の
違
い
　
設
計
の
自
由
度
が
減
少
す
れ
ば
設
計
者
の
創
造
性
も
少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
各
図
面
に
お
け
る
表
現
と
し
て
の
自
由
度
も
減
少
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
設
計
の
自
由
度
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
構
造
や
設
備
に
比
べ
、
い
わ
ゆ
る
「
意
匠
」
に
関
す
る
設
計
が
最
も
広
く
、
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
比
較
対
照
図
面
の
う
ち
、
平
面
図
に
お
け
る
数
値
の
違
い
と
同
一
の
違
い
が
構
造
図
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
両
者
に
お
け
る
数
値
の
違
い
が
有
す
る
意
味
合
い
は
異
な
り
、
同
一
性
の
判
断
に
際
し
て
は
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
同
一
性
を
認
め
易
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
般
に
設
計
自
由
度
の
大
き
い
場
合
の
方
が
小
さ
い
場
合
よ
り
類
似
し
た
形
、
数
値
に
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
一
性
の
判
断
は
、
設
計
の
自
由
度
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、
設
計
図
面
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
設
計
自
由
度
の
大
き
い
も
の
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
比
較
対
照
の
重
点
は
意
匠
図
中
心
と
な
る
。
多
く
の
裁
判
例
が
意
匠
図
中
心
の
比
較
検
討
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。
　
た
だ
、
設
計
の
自
由
度
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
意
匠
図
の
う
ち
、
と
く
に
重
点
と
さ
れ
る
平
面
図
だ
け
で
な
く
立
面
図
な
ど
に
も
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
立
面
計
画
を
見
た
場
合
、
今
日
こ
れ
だ
け
多
く
の
建
物
が
存
在
す
る
が
、
フ
ァ
サ
ー
ド
が
同
一
で
あ
る
建
物
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
も
立
面
計
画
に
お
け
る
設
計
の
自
由
度
の
大
き
さ
も
認
識
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
1
）
設
計
図
に
従
っ
て
建
物
を
建
て
る
行
為
は
、
「
建
築
の
著
作
物
」
の
複
製
で
あ
る
（
著
作
権
法
第
二
条
一
項
一
五
号
ロ
）
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
　
　
は
、
建
築
の
著
作
物
と
い
う
も
の
の
創
作
性
は
、
設
計
図
の
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
（
文
化
庁
・
前
掲
・
一
二
頁
）
、
設
計
図
に
従
っ
て
建
築
物
　
　
を
完
成
す
る
こ
と
は
、
形
式
的
に
は
設
計
図
の
複
製
と
も
建
築
物
の
複
製
と
も
い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
は
建
築
物
の
著
作
物
に
つ
い
て
は
実
質
的
　
　
に
は
保
護
が
な
い
の
と
同
様
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
（
同
二
九
頁
）
、
建
築
の
著
作
物
は
有
体
物
た
る
建
築
物
の
建
築
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
　
　
も
、
建
築
設
計
図
の
作
成
と
い
う
形
式
に
ょ
っ
て
も
表
現
さ
れ
う
る
（
秋
吉
稔
弘
ほ
か
「
著
作
権
関
係
事
件
の
研
究
」
八
五
頁
）
、
で
き
あ
が
っ
　
　
て
い
な
い
建
築
物
を
で
き
あ
が
っ
た
も
の
と
同
様
に
評
価
を
し
た
（
加
戸
守
行
・
前
掲
・
四
〇
頁
）
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
　
　
の
考
察
は
後
日
の
機
会
に
譲
る
。
東
　
洋
　
法
　
学
二
二
七
（
2
）43
（
5
）
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
二
二
八
　
大
判
昭
和
一
〇
年
五
月
二
照
日
刑
集
一
四
巻
五
六
〇
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
二
年
一
月
二
八
日
無
体
集
九
巻
一
号
二
九
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
六
月
二
〇
日
無
体
集
一
一
巻
一
号
三
二
二
頁
、
東
京
地
判
昭
和
六
〇
年
四
月
二
六
日
判
タ
五
六
六
号
二
六
七
頁
な
ど
も
同
一
性
を
前
提
に
複
製
を
考
え
て
い
る
。
　
拙
稿
「
建
築
設
計
の
法
律
空
間
」
東
洋
法
学
第
三
一
巻
第
一
・
二
合
併
号
一
二
七
二
二
八
頁
。
　
彰
国
社
・
新
建
築
学
体
系
「
建
築
計
画
」
二
〇
九
頁
は
、
「
平
面
計
画
は
、
建
築
の
使
用
上
の
機
能
に
最
も
影
響
を
与
え
る
計
画
で
あ
り
、
建
築
空
間
の
各
種
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
検
討
結
果
を
こ
こ
に
盛
り
込
む
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
因
み
に
、
断
面
・
構
造
計
画
に
お
い
て
は
、
「
平
面
計
画
と
同
じ
よ
う
に
使
用
上
の
機
能
に
つ
い
て
特
に
鉛
直
方
向
の
広
が
り
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
」
、
立
面
計
画
に
お
い
て
は
、
「
建
築
は
最
終
的
に
形
を
も
っ
て
実
現
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
表
現
上
の
主
張
が
な
さ
れ
、
建
築
の
質
を
左
右
す
る
た
め
、
こ
こ
に
総
合
的
検
討
の
結
果
が
集
約
さ
れ
る
。
」
、
設
備
計
画
に
お
い
て
は
、
「
他
の
計
画
が
主
と
し
て
建
築
の
空
間
的
広
が
り
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
メ
カ
ニ
カ
ル
に
維
持
す
る
機
能
が
要
求
さ
れ
る
」
と
説
明
す
る
。
　
オ
ー
ム
社
・
社
団
法
人
全
国
建
築
士
事
務
所
協
会
連
合
会
編
「
建
築
士
事
務
所
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
二
ー
三
三
に
お
い
て
、
「
平
面
計
画
は
、
そ
の
も
の
の
み
を
考
え
る
と
、
あ
た
か
も
平
面
図
を
計
画
す
る
操
作
だ
け
の
よ
う
に
と
ら
れ
る
が
、
実
は
、
こ
の
平
面
図
を
作
る
操
作
は
、
建
築
家
の
頭
の
中
で
同
時
に
断
面
や
立
面
の
計
画
は
も
ち
ろ
ん
、
構
造
、
付
帯
設
備
の
計
画
に
至
る
ま
で
、
そ
の
建
物
に
内
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
、
計
画
を
進
め
る
過
程
で
相
互
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
修
正
さ
れ
る
。
特
に
要
素
の
複
雑
な
近
代
建
築
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
り
、
平
面
図
を
見
れ
ば
専
門
家
は
、
そ
の
建
物
が
使
い
良
い
か
ど
う
か
、
そ
の
作
り
出
さ
れ
る
空
間
の
雰
囲
気
は
ど
う
か
な
ど
建
物
の
性
格
の
大
体
の
こ
と
は
わ
か
る
の
で
あ
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
四
　
同
｝
性
に
関
す
る
裁
判
例
で
は
、
右
判
断
基
準
を
考
慮
し
つ
つ
、
同
一
性
の
判
断
に
関
す
る
裁
判
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
1
　
東
京
地
判
昭
和
五
二
年
一
月
二
八
日
（
無
体
集
九
巻
一
号
二
九
頁
）
は
、
「
X
設
計
図
と
Y
設
計
図
を
対
比
す
る
と
、
前
者
で
は
地
下
室
（
暖
冷
房
室
）
の
設
置
を
前
提
と
し
て
煙
突
、
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
地
下
室
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
煙
突
、
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
の
記
載
も
存
し
な
い
こ
と
、
建
物
西
側
の
二
、
三
、
四
階
の
階
段
脇
の
窓
が
、
前
者
で
は
外
壁
か
ら
切
れ
込
ん
だ
形
で
、
こ
れ
を
直
角
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
単
に
外
壁
と
平
行
に
設
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
建
物
南
側
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
、
前
者
で
は
一
一
、
五
、
六
階
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
右
の
ほ
か
四
階
及
び
屋
上
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
差
異
が
あ
る
が
、
建
物
の
基
本
的
構
造
、
間
取
り
等
に
関
し
て
は
両
者
は
殆
ど
同
一
で
あ
り
、
全
体
的
に
見
る
限
り
、
両
者
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
…
」
る
と
し
て
両
設
計
図
の
同
一
性
を
認
め
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
本
事
案
に
お
け
る
与
条
件
を
判
決
理
由
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
X
設
計
は
地
上
六
階
建
て
、
工
費
は
約
六
〇
〇
〇
万
円
、
地
下
室
及
び
空
調
設
備
の
設
置
で
あ
り
、
Y
設
計
は
、
地
上
六
階
建
て
、
工
費
は
七
一
〇
〇
万
円
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
費
用
の
合
計
額
程
度
、
地
下
室
な
し
、
自
動
ド
ア
及
び
屋
外
階
段
の
設
置
な
し
、
窓
枠
及
び
ガ
ラ
ス
の
材
質
指
定
、
外
装
仕
上
げ
の
指
定
で
あ
る
。
　
こ
れ
を
前
提
に
考
え
る
と
、
X
Y
両
設
計
図
の
同
一
性
の
判
断
に
際
し
、
（
…
）
X
Y
両
設
計
が
と
も
に
地
上
六
階
建
て
で
あ
る
こ
と
は
、
同
一
性
を
認
め
る
要
素
に
は
な
ら
な
い
、
（
β
）
Y
設
計
に
お
い
て
地
下
室
が
存
在
し
な
い
こ
と
自
体
は
、
X
設
計
と
の
違
い
を
違
い
を
認
め
る
要
素
に
な
ら
な
い
、
ま
た
地
下
室
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
煙
突
、
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ズ
も
な
く
な
る
ら
し
い
の
で
煙
突
、
パ
イ
プ
ス
ペ
…
ス
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
X
設
計
と
の
違
い
を
認
め
る
要
素
に
は
な
ら
な
い
、
（
辮
）
Y
設
計
に
お
い
て
自
動
ド
ア
及
び
屋
外
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
自
体
は
、
X
設
計
と
の
違
い
を
認
め
る
要
素
に
な
ら
な
い
、
（
梓
）
Y
設
計
に
お
け
る
窓
枠
、
ガ
ラ
ス
の
材
質
及
び
外
装
の
仕
上
げ
が
、
仮
に
X
設
計
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
同
一
性
を
認
め
る
要
素
に
な
ら
な
い
、
と
い
　
　
　
　
菓
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
っ
た
こ
と
を
前
提
に
考
察
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
判
決
に
お
い
て
、
地
下
室
の
有
無
に
伴
う
差
異
で
あ
る
煙
突
、
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
の
記
載
の
有
無
は
両
設
計
図
の
違
い
と
は
な
ら
な
い
（
平
た
く
い
え
ば
、
X
設
計
図
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
も
の
と
し
て
両
設
計
図
を
比
較
す
れ
ば
よ
い
）
の
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
中
、
X
Y
両
設
計
図
の
差
異
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
が
一
つ
減
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
見
か
ら
す
れ
ば
、
X
Y
両
設
計
図
の
同
一
性
は
よ
り
認
め
ら
れ
易
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
ま
た
、
X
Y
両
図
面
の
比
較
対
照
図
面
は
、
主
と
し
て
平
面
図
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
平
面
図
の
重
要
性
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
面
図
の
設
計
自
由
度
の
大
き
さ
か
ら
す
れ
ば
、
建
物
西
側
の
二
、
三
、
四
階
の
階
段
脇
の
設
置
形
態
及
び
建
物
南
側
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
設
置
階
の
違
い
だ
け
で
は
、
Y
設
計
図
に
設
計
者
の
創
造
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
以
上
私
見
か
ら
す
る
と
、
判
決
内
容
を
見
る
限
り
、
本
判
決
以
上
に
X
Y
両
図
面
の
同
一
性
を
認
定
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
建
物
の
用
途
、
設
計
の
自
由
度
と
い
っ
た
観
点
を
も
加
味
す
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
判
断
が
な
し
え
る
と
思
う
。
　
な
お
、
判
決
か
ら
は
定
か
で
は
な
い
が
、
も
し
平
面
図
だ
け
し
か
比
較
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
妥
当
で
は
な
く
、
平
面
図
以
外
の
図
面
に
つ
い
て
も
、
比
較
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
平
面
図
以
外
の
図
面
に
つ
い
て
は
著
作
権
侵
害
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
ま
た
、
判
決
は
「
建
物
の
基
本
的
構
造
」
を
同
一
と
し
て
い
る
が
、
基
本
的
構
造
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
　
2
　
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
六
月
二
〇
日
（
無
体
集
一
一
巻
一
号
三
一
三
頁
）
は
、
X
設
計
図
（
一
階
～
屋
上
階
平
面
図
）
と
Y
設
計
図
（
一
階
～
R
階
平
面
図
）
と
を
対
比
す
る
と
、
「
躯
体
構
造
の
材
料
が
、
X
設
計
図
で
は
鉄
骨
で
あ
る
の
に
対
し
、
Y
設
計
図
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
、
住
宅
二
階
の
台
所
、
食
堂
兼
居
間
の
台
所
と
居
間
の
間
仕
切
壁
に
つ
い
て
、
X
設
計
図
で
は
こ
れ
が
な
い
の
に
対
し
、
Y
設
計
図
で
は
こ
れ
が
存
す
る
こ
と
、
住
宅
三
階
の
二
間
続
き
の
和
室
の
一
番
奥
の
部
分
に
つ
い
て
、
Y
設
計
図
で
は
仏
壇
と
飾
棚
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
Y
設
計
図
で
は
押
入
れ
と
床
の
間
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
住
宅
二
階
、
三
階
の
正
面
の
窓
の
う
ち
、
右
か
ら
一
番
め
と
三
番
め
の
ス
パ
ン
の
窓
が
、
X
設
計
図
で
は
他
の
窓
と
同
様
ス
パ
ン
中
央
の
物
入
れ
、
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
挟
ん
だ
外
開
き
の
窓
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
Y
設
計
図
で
は
ス
パ
ン
の
幅
い
っ
ぱ
い
の
引
違
い
窓
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
相
違
点
が
存
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
を
除
き
、
外
形
を
形
作
っ
て
い
る
線
、
各
室
の
間
仕
切
線
及
び
各
窓
の
位
置
、
形
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
一
階
裏
の
住
宅
用
入
口
の
ド
ア
、
一
階
（
三
ヵ
所
）
二
階
（
二
ヵ
所
）
三
階
（
一
ヵ
所
）
の
各
便
所
の
ド
ア
ニ
階
右
側
の
事
務
室
の
倉
庫
の
ド
ア
の
開
く
方
向
が
前
者
と
後
者
と
で
は
左
右
反
対
で
あ
る
こ
と
、
三
階
左
右
両
側
事
務
室
の
倉
庫
の
ド
ア
の
数
が
前
者
で
は
各
二
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
各
一
で
あ
る
こ
と
等
の
相
違
点
が
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
、
右
争
い
の
な
い
相
違
点
も
含
め
い
ず
れ
も
僅
少
部
分
の
修
正
増
減
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
優
に
前
者
と
後
者
の
同
一
性
を
肯
認
で
き
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
X
設
計
図
の
立
面
図
（
東
西
南
北
）
4
L
I
N
E
断
面
図
と
こ
れ
に
対
応
す
る
Y
設
計
図
の
立
面
図
（
東
西
南
）
、
断
面
図
（
住
宅
部
分
、
事
務
室
部
分
）
と
を
対
比
す
る
に
、
「
住
宅
二
階
、
三
階
の
正
面
の
窓
の
う
ち
、
右
か
ら
一
番
め
と
三
番
め
の
ス
パ
ン
の
窓
に
（
前
述
の
と
お
り
の
）
相
違
点
が
存
す
る
こ
と
、
こ
の
相
違
点
を
除
き
、
外
形
を
形
作
っ
て
い
る
線
、
各
窓
の
位
置
、
形
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
「
く
」
の
字
形
の
建
物
の
設
計
図
書
で
あ
る
た
め
、
描
き
方
に
若
干
の
差
異
が
あ
り
、
ま
た
前
者
の
4
L
I
N
E
断
面
図
と
こ
れ
に
対
応
す
る
後
者
の
事
務
室
部
分
断
面
図
の
各
部
位
の
数
値
等
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
優
に
そ
れ
ぞ
れ
の
同
一
性
を
肯
認
で
き
る
し
、
さ
ら
の
X
設
計
図
の
矩
計
図
、
詳
細
図
と
Y
設
計
図
の
矩
計
図
と
を
対
比
す
る
に
、
前
者
と
後
者
と
で
は
工
法
や
各
部
位
の
数
値
の
示
し
方
等
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
優
に
同
一
性
を
肯
認
で
き
る
」
と
す
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
一
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
ど
複
製
に
お
け
る
岡
一
性
二
三
二
る
。　
と
こ
ろ
で
本
事
案
に
お
け
る
与
条
件
を
判
決
理
由
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
X
設
計
は
、
床
面
積
延
約
二
〇
〇
坪
、
鉄
骨
造
、
三
階
建
て
、
店
舗
、
住
宅
兼
貸
事
務
所
、
坪
当
た
り
二
二
万
円
な
い
し
二
三
万
円
（
当
事
者
間
で
の
合
意
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
）
で
あ
り
、
Y
設
計
は
、
床
面
積
延
約
一
〇
〇
坪
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
三
階
建
て
、
店
舗
兼
住
宅
、
坪
当
た
り
三
一
万
円
で
あ
る
。
　
こ
れ
を
前
提
に
考
え
た
場
合
、
両
設
計
図
の
同
一
性
の
判
断
に
際
し
、
（
ー
）
三
階
建
て
、
店
舗
、
住
宅
兼
貸
事
務
所
で
あ
る
こ
と
は
同
一
性
を
認
め
る
要
素
に
は
な
ら
な
い
、
（
“
）
躯
体
の
構
造
（
鉄
骨
造
か
鉄
筋
造
か
）
の
違
い
そ
れ
自
体
は
、
両
設
計
の
違
い
を
認
め
る
要
素
に
は
な
ら
な
い
、
（
菌
）
坪
単
価
の
違
い
が
ど
う
い
う
形
で
両
設
計
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
（
本
事
案
で
は
構
造
の
違
い
が
そ
の
主
た
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
）
、
（
短
）
延
床
面
積
の
違
い
が
ど
う
い
う
形
で
両
設
計
の
違
い
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
で
き
る
だ
け
確
定
し
た
う
え
で
、
同
一
性
を
判
定
す
べ
き
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
本
事
案
は
意
匠
図
の
同
一
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
意
匠
図
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
る
。
本
事
案
で
は
平
面
図
に
お
い
て
平
面
計
画
の
重
要
フ
ァ
ク
タ
ー
と
も
い
え
る
外
部
空
間
と
の
境
を
形
成
す
る
外
形
が
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
与
条
件
の
一
つ
で
あ
る
敷
地
の
形
状
を
見
た
う
え
で
、
仮
に
そ
の
多
く
が
同
じ
よ
う
な
外
形
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
事
務
所
ビ
ル
な
ど
も
っ
ぱ
ら
投
下
資
本
回
収
に
主
眼
が
あ
り
、
目
一
杯
敷
地
を
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
建
物
の
設
計
で
は
、
敷
地
に
沿
っ
た
外
形
を
形
成
す
る
こ
と
は
多
々
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
外
形
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
同
一
性
認
定
の
要
素
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
本
事
案
が
こ
う
し
た
ケ
…
ス
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
一
応
考
え
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
内
部
空
間
を
構
成
す
る
間
仕
切
及
び
開
口
た
る
窓
の
位
置
、
形
が
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
立
面
図
に
お
い
て
外
形
、
開
口
部
（
窓
）
の
位
置
・
形
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
断
面
図
に
お
い
て
各
部
位
の
数
値
な
ど
に
若
干
の
差
異
（
ど
の
程
度
の
差
異
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
）
が
あ
る
だ
け
で
他
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
平
面
図
の
図
面
と
し
て
の
重
要
性
及
び
各
図
面
に
お
け
る
設
計
の
自
由
度
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
面
に
お
け
る
同
一
性
は
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
　
3
　
東
京
地
判
昭
和
六
〇
年
四
月
二
六
日
（
判
タ
五
六
六
号
二
六
七
頁
）
は
、
「
X
設
計
図
と
Y
設
計
図
と
を
対
比
す
る
と
、
一
階
平
面
図
で
は
、
内
玄
関
、
住
宅
専
用
階
段
、
浴
室
及
び
湯
沸
所
の
形
状
が
異
な
る
こ
と
、
二
階
平
面
図
で
は
、
前
者
に
は
食
堂
に
窓
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
後
者
で
は
食
堂
に
窓
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
南
側
階
段
と
押
入
部
分
、
厨
房
の
流
し
台
ガ
ス
レ
ン
ジ
の
位
置
が
相
違
す
る
こ
と
、
三
、
四
階
平
面
図
で
は
、
前
者
で
は
物
置
、
洗
濯
所
及
び
浴
室
・
便
所
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
設
置
し
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
物
置
、
洗
面
所
、
便
所
兼
用
の
一
室
に
し
て
浴
室
用
バ
ラ
ン
ス
型
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
と
、
厨
房
東
側
窓
の
位
置
が
移
動
し
た
こ
と
及
び
前
者
で
は
和
室
西
側
に
窓
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
窓
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
立
面
図
に
お
い
て
は
、
後
者
の
北
側
立
面
図
の
三
、
四
階
厨
房
の
高
窓
は
前
者
よ
り
下
方
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
後
者
で
は
屋
上
手
す
り
の
大
部
分
が
立
上
り
コ
ン
ク
リ
…
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
差
異
が
あ
る
が
、
他
方
、
被
告
設
計
図
の
案
内
図
で
は
、
原
告
設
計
図
A
－
3
図
（
旦
と
道
路
の
書
き
始
め
及
び
終
わ
り
の
部
分
が
同
じ
で
あ
り
、
隣
家
各
詳
細
図
も
同
一
で
あ
る
こ
と
、
被
告
設
計
図
の
配
置
図
の
周
囲
の
寸
法
が
北
側
一
七
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
西
側
二
三
六
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
東
側
三
〇
〇
メ
…
ト
ル
、
南
側
一
七
二
・
四
メ
ー
ト
ル
と
コ
ン
マ
以
下
の
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
同
一
で
あ
る
こ
と
、
被
告
設
計
図
D
－
4
図
の
基
準
通
り
芯
の
位
置
は
原
告
設
計
図
A
－
4
図
、
A
f
5
図
の
①
、
②
の
南
北
の
通
り
芯
、
④
、
⑪
の
東
西
通
り
芯
の
位
置
が
壁
の
中
心
線
に
あ
る
こ
と
、
⑧
、
◎
の
東
西
の
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
｝
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
三
四
通
り
芯
の
位
置
が
柱
の
表
面
に
あ
る
点
で
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
一
階
平
面
図
に
お
い
て
、
被
告
設
計
図
の
間
口
の
壁
芯
間
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
二
・
四
メ
…
ト
ル
、
柱
面
よ
り
南
と
北
の
は
ね
出
し
の
二
・
七
メ
…
ト
ル
の
寸
法
、
内
廊
下
の
幅
、
作
業
所
等
の
寸
法
が
原
告
設
計
図
A
1
4
図
、
A
1
5
図
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
二
階
平
面
図
に
お
い
て
、
被
告
設
計
図
の
子
供
室
の
斜
入
口
、
服
入
れ
及
び
共
用
階
段
の
寸
法
が
原
告
設
計
図
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
三
、
四
階
平
面
図
に
お
い
て
、
被
告
設
計
図
の
階
段
室
の
廊
下
状
部
分
と
二
段
昇
り
の
九
〇
度
廻
り
階
段
、
五
段
昇
り
ま
た
二
廻
昇
り
の
九
〇
度
廻
り
階
段
が
あ
り
、
最
後
に
二
段
昇
っ
て
上
階
へ
行
く
部
分
の
踏
面
と
階
段
幅
、
パ
イ
プ
ス
ペ
；
ス
及
び
メ
…
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
原
告
設
計
図
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
被
告
設
計
図
D
－
5
図
及
び
D
－
6
図
の
北
側
立
面
図
の
一
、
二
階
は
玄
関
出
入
口
、
作
業
所
出
入
口
、
ク
ー
ラ
…
取
付
、
子
供
室
連
窓
と
す
べ
て
原
告
設
計
図
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
被
告
設
計
図
東
側
と
西
側
は
南
及
び
北
か
ら
の
折
り
返
し
部
分
○
セ
ン
チ
メ
…
ト
ル
仕
上
げ
と
し
て
図
示
さ
れ
て
お
り
、
原
告
設
計
図
と
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
被
告
設
計
図
D
－
M
図
の
左
に
一
、
二
階
立
面
詳
細
図
、
中
央
左
に
一
、
二
階
そ
し
て
中
央
に
三
、
四
階
矩
形
図
が
そ
れ
ぞ
れ
作
図
さ
れ
て
お
り
、
原
告
設
計
図
A
－
8
図
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
被
告
設
計
図
D
I
驚
図
の
二
、
三
及
び
四
階
の
各
階
段
は
踏
面
の
数
も
昇
り
方
も
階
段
幅
も
原
告
設
計
図
A
－
H
図
と
同
一
で
あ
る
こ
と
等
、
細
部
に
お
い
て
多
数
の
一
致
点
が
あ
る
ほ
か
、
建
物
の
基
本
的
構
造
、
間
取
り
等
に
関
し
て
は
両
者
殆
ど
同
一
で
あ
り
、
全
体
的
と
し
て
両
者
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
右
認
定
を
覆
す
に
足
る
証
拠
は
な
い
。
右
…
…
の
確
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
被
告
設
計
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
原
告
設
計
図
を
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か
も
、
被
告
設
計
図
は
、
原
告
設
計
図
と
全
く
同
一
で
は
な
く
、
一
部
差
異
は
あ
る
が
、
著
作
物
の
同
一
性
を
損
な
う
ほ
ど
の
も
の
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
被
告
は
、
被
告
設
計
図
の
作
成
に
際
し
、
原
告
設
計
図
に
依
拠
し
、
こ
れ
を
複
製
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
す
る
。
　
本
事
案
に
お
け
る
X
設
計
の
与
条
件
は
、
作
業
場
兼
共
同
住
宅
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
工
事
費
総
額
三
〇
〇
〇
万
円
、
食
堂
は
二
階
、
居
間
、
浴
槽
は
一
階
で
あ
り
、
Y
設
計
の
与
条
件
は
、
作
業
場
兼
共
同
住
宅
、
工
事
費
三
三
〇
〇
万
円
の
範
囲
内
で
あ
る
。
こ
の
与
条
件
か
ら
す
る
と
、
後
で
作
っ
た
と
さ
れ
る
Y
設
計
の
方
が
設
計
の
自
由
度
が
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
度
が
高
く
、
か
つ
設
計
自
由
度
の
高
い
平
面
図
に
お
い
て
前
述
の
よ
う
な
類
似
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
同
一
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
比
較
対
照
の
図
面
を
明
確
に
し
、
そ
の
中
で
も
重
要
度
の
高
い
平
面
図
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
判
決
は
建
物
の
「
基
本
的
構
造
」
を
同
一
と
し
て
い
る
が
、
基
本
的
構
造
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
五
　
建
築
設
計
図
に
お
け
る
複
製
と
翻
案
　
あ
る
設
計
図
書
に
多
少
の
変
更
・
修
正
を
し
た
場
合
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
般
に
は
複
製
の
問
題
と
さ
れ
る
が
、
複
製
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
翻
案
と
考
え
ら
れ
る
余
地
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
　
た
と
え
ば
、
A
設
計
図
書
（
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
、
構
造
図
、
電
気
設
備
図
、
給
排
水
衛
生
設
備
図
な
ど
）
を
も
と
に
他
人
が
B
設
計
図
書
（
A
設
計
図
書
の
平
面
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
厨
房
」
を
削
除
し
、
厨
房
を
削
除
し
た
こ
と
に
伴
う
変
更
・
修
正
を
必
要
な
限
度
で
行
い
、
そ
れ
以
外
は
全
て
A
設
計
図
書
と
同
じ
と
す
る
）
を
作
成
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
多
く
の
裁
判
例
は
、
複
製
の
問
題
と
し
て
A
B
両
設
計
図
書
の
同
一
性
を
論
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
「
厨
房
を
削
除
す
る
」
と
い
う
行
為
の
設
計
上
有
す
る
意
味
合
い
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
建
築
の
設
計
は
、
当
該
建
物
に
要
求
さ
れ
る
多
様
な
要
求
を
総
合
調
整
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
、
創
造
性
、
学
術
性
が
あ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
　
　
　
　
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
”
・
二
六
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
設
計
者
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
は
千
差
万
別
と
い
っ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
設
計
に
お
け
る
総
合
調
整
の
方
法
は
ほ
ぼ
無
限
に
あ
る
生
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
設
問
の
よ
う
に
厨
房
の
有
無
の
み
が
違
っ
て
お
り
、
そ
の
他
は
全
て
同
じ
と
い
う
よ
う
な
平
面
計
画
は
、
設
計
者
と
し
て
創
作
性
を
発
揮
と
し
た
と
は
通
常
考
え
に
く
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
平
面
図
に
関
し
て
は
や
は
り
翻
案
で
は
な
く
、
複
製
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
設
備
図
な
ど
で
は
若
干
様
相
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
平
面
デ
ザ
イ
ン
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
厨
房
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
給
排
水
設
備
に
変
化
を
き
た
す
た
め
、
給
排
水
設
備
設
計
に
特
別
の
配
慮
を
め
ぐ
ら
せ
る
必
要
が
で
る
場
面
も
生
じ
う
る
。
つ
ま
り
、
給
排
水
設
備
設
計
は
、
単
に
厨
房
部
分
を
削
除
す
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
体
を
見
直
す
必
要
も
あ
り
う
る
。
　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
厨
房
を
削
除
す
る
」
と
い
う
一
見
単
純
な
行
為
が
、
給
排
水
設
備
の
変
更
設
計
に
お
い
て
変
更
す
る
設
計
者
の
学
術
的
創
造
性
を
要
求
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
た
と
え
平
面
図
で
複
製
と
評
価
さ
れ
る
場
合
で
も
、
設
備
図
あ
る
い
は
構
造
図
、
さ
ら
に
と
き
に
は
平
面
図
以
外
の
意
匠
図
に
お
い
て
、
翻
案
と
解
す
る
余
地
も
あ
り
う
る
こ
と
は
今
後
注
意
す
べ
き
問
題
点
で
あ
る
。
六
　
お
わ
り
に
建
築
設
計
図
に
関
す
る
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
問
題
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
は
と
り
あ
え
ず
、
建
築
学
的
視
点
か
ら
の
一
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
建
築
設
計
図
書
の
著
作
権
性
と
複
製
に
お
け
る
同
一
性
の
判
断
基
準
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
本
稿
が
諸
問
題
解
明
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
多
く
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
機
会
を
見
て
論
じ
て
み
た
い
。
